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教育に関する問題点と組織的改善 

 

言語文化情報学科／文化コミュニケーション学科 

改善内容 これまでの経緯 

言語文化情報学科のカリキュラムについ

て、よりスリム化するために、2025 年度入学

生より、次の科目を廃止した。 

・グローバルプロジェクト演習Ⅰ 

・グローバルプロジェクト演習Ⅱ 

・情報検索 

本学科の歴史と教育・研究実績、本学科教

員の専門性等を考慮し、学科の特性をより明

確に表現するために、2024年度入学生より学

科名称を「言語文化情報学科」と変更し、カリ

キュラムの大幅な見直しを行った。2026 年度

までに定年で退職される先生方多いため、カ

リキュラムの見直しを継続する必要がある。 

2024 年度の新カリキュラムより、「文化研

究入門Ⅰ(１年次前期)」および「文化研究入

門Ⅱ(１年次後期)」は、言語文化情報学科の

専任教員全員が分担して担当するようにし

た。担当回数は、１年生の科目を持っている

教員は１回、持っていない教員は２回を目安

とした。 

学科の専任教員の専門分野に関する講義を

行うことで、学生に様々な分野の学問を知っ

てもらい、２年次からの主専攻(英語コミュニ

ケーション専攻、日本文化専攻、世界の文化

と長崎学専攻、情報専攻)の選択、３年次から

のゼミ選択の参考としてもらうことを目的と

している。 

学科共通科目で必修科目でもある「文化研

究入門Ⅰ」および「文化研究入門Ⅱ」につい

て、これまで担当されていた教員の退職によ

って、担当者を補充する必要があった。 

「学芸員課程」について、2025 年度入学生

からのカリキュラムを見直した。その結果、

選択科目を従来の 14 科目から９科目に減ら

し、カリキュラムをスリム化した。 

「学芸員課程」のカリキュラムにおいても、

「言語文化情報学科」の新カリキュラムに合

わせた見直しが必要だった。 

 

 

 

福祉・心理学科／地域包括支援学科 

改善内容 これまでの経緯 

 本年度の入学生より、学科名称が「地域包

括支援学科」から「福祉・心理学科」への変

更し、より学科の教育内容等を明確に表現で

きるようになった。 

昨年までは、学科必須科目であった「地域

包括支援論 A」は 1 単位科目であったが、2 単

位科目として、教育内容の充実を図った。 

教育改善の歩み  2024 
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特にコース毎に社会福祉士や精神保健福祉

士、介護福祉士、公認心理師の国家資格の資

格取得と教育内容、カリキュラム等との関連

性が分かりやすくなり、学生の興味関心と学

びの方向性を示しやすくなった。 

 また、教育内容や方法においても、本年度

から学科必須科目でもあり、1 年次の導入の

科目でもある「地域包括支援論 A」（前期開講

科目）を 2 単位化（15 回）することで、本学

科での学びの中心となる「福祉」と「心理」

の学びの内容を丁寧に講義において説明し、

学生の学びのモチベーションの維持、向上に

もつながったと考える。また、講義内容に演

習の内容も組み込み、学生相互のコミュニケ

ーションの機会を設け、初年次、入学直後に

おける人間関係の構築や教員の学生アセスメ

ントの機会ともなった。 

 なかでも「福祉」と「心理」を専門的に学

ぶ本学科と本学の建学の精神に通ずる「人間

の尊厳や人権」について、講義において伝え、

本学で福祉や心理を学ぶ意義について説明し

たことは非常に良かった。 

 以下に主な講義テーマを示す。 

・大学で学ぶこと 

・建学の精神及び人間の尊厳と人権意識に

ついて 

・健康管理、ストレスまね地面 

・合理的配慮について 

・聴覚障害児者支援からコミュニケーショ

ンの在り方を考える 

・自立を支える価値の多様性について 

・生活を意識する 

・地域の繋がりの中で生きる意味  等で

ある。 

 さらにキャリア・就職支援との関連の中で、

県内の教育委員会からの依頼で、スクールカ

ウンセラーとスクールソーシャルワーカー

（本学卒業生・社会福祉士）が業務内容や仕

事の専門性等について講話をして頂いた。併

せて「メンタルフレンド」のボランティア募
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集もあった。受講後の感想においても、「この

学科に来て良かったと改めて思った。みんな

が笑顔で学校に行けるような心理カウンセラ

ーになれるように頑張りたい」や「スクール

ソーシャルワーカーの仕事は職責が重いけど

やりがいもあるし、頑張りたい」と言った声

が多数寄せられた。学生にとっては、資格取

得と卒業後の将来像が繫がり、学ぶ意欲が非

常に高まったと考える（大学 HP 掲載・学科「お

知らせ」2024/7/19）。 

次年度も引き続き、本学卒業生等の力を借

り、福祉や心理の専門職等を目指す学生の 4

年間の学びの導入科目として充実させていく

予定である。 

 

 

 

こども教育保育学科 

改善内容 これまでの経緯 

日誌の記載内容が分かりやすく、学生が書

く分量が減ったことにより学生の負担感が軽

減された。 

保育実習日誌の１日の感想・反省のページ

が枠組みの４分の３の量を占めていたため、

１列目にテーマ、２列目に内容とし記入欄を

分けた。 

保育所実習の日程について来年度より 10

日間に変更することが決定した。実習期間が

短くなったことにより、学生の体調や実習へ

の集中が保てると考えられる。 

保育所実習の日程について、12 日間行っ

ていたが、他養成校や厚生労働省も 10 日で

良いとのことが判明した。 

幼稚園教育実習Ⅰ・Ⅱにおいて、実習課題

はパソコンを使用して作成するよう変更し指

導計画も、実習Ⅰ・Ⅱともに、パソコンを使

用して作成することを勧めた。これにより、

書類作成の効率化を図り、実習前や実習中の

準備等にかかる時間を有効活用できるよう改

善を行った。 

幼稚園教育実習Ⅰ・Ⅱにおいて、実習課題

の作成は、指定の様式に手書きで行ってい

た。また、指導計画は、実習Ⅱではパソコン

使用、実習Ⅰではパソコンまたは手書きで作

成していた。 

小学校実習日誌において、他大学の日誌に

は、担当指導教員や校長が記載する欄がない

ことから、記載する欄を削除したり、減らし

たりした。担当指導教員や管理職の業務軽減

に繋がり、実習受入を好意的に受け取っても

らえると考えた。 

小学校実習日誌において、毎日のコメント

を指導教員が記載する欄があったり、校長が

コメントを書く欄が大きかったりした。 
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小学校教育実習の依頼時期を２年４月から

１０月へ変更した。２年前期の成績で総合

GPA2.3 以上の者を依頼することとする。この

ことにより２年末に教育実習を取りやめる者

が減り、幼稚園教育実習依頼との整合性が保

てると考えられる。ただし、規程通り、２年

後期で総合 GPA が 2.5 を越えることができた

者はその時点で教育実習を依頼することとす

る。つまり、学生にとっても不安な思いを抱

くことが減ると考える。 

小学校教育実習の依頼は１年末の総合

GPA2.0 以上の者すべてを４月の段階で行っ

ていた。しかしこの中には２年末に総合

GPA2.5 に届かない者も多くおり、小学校教

育実習を取りやめることにより実習依頼校に

対して失礼にあたることになると共に、その

時点で新たに幼稚園教育自習を依頼するな

ど、整合性の取れた仕組みではなかった。 

小学校の採用試験が早まったため、再チャ

レンジの時期を 3 年時前期終了時に変更し、

総合ＧＰＡを 2.60 以上にするなど、規定変更

をした。採用試験対策でもあるが、学生の将

来を考え改善を行った。 

小学校コースの再チャレンジは、3 年次終

了時における単年度ＧＰＡが 2.80 以上等の

履修規定であった。 

 

 

 

学生委員会 

改善内容 これまでの経緯 

自動車バイク通学許可について、年間で手

続きが出来る機会を増やす。また、手続きの

方法等について見直しをし、学生側・大学側

双方にとって、より効率的に運用が出来るよ

う改善する。このことにより、自動車バイク

での通学を希望する学生が確実に手続きを

し、正規の方法で通学できるよう、環境整備

を行う。 

自動車バイク通学許可については、年間 3

回の申請期間を設定し、手続きを受け付けて

いる。しかし、自動車バイク通学許可を取っ

ていない学生による、大学周辺（民間所有の

土地）への無断駐車が頻発し、地域の方から

の苦情を招いている。 

三者会について、学生会、純心祭運営のた

めの連絡会としての機能に加えて、大学当局

と学生の間の直接的な意思疎通、連絡、情報

交換の機能を持たせるようにする。 

「三者会」は、学生会、純心祭実行委員会、

教職員の三者によって構成する。この会は学

生会や純心祭運営のための連絡会の機能を持

っている。 

学生会へ対し、“創造的仕事分野”を開拓す

ることを促し、来年度の体制から「生活改善」

の部署を学生会内に立ち上げることとなっ

た。 

学生会の活動内容として、これまで、学生

会費の運用、大学の学校行事の手伝い、など

“定型の活動”が多い現状がある。 
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ＦＤ委員会 

改善内容 これまでの経緯 

【授業アンケート質問項目の見直し】 

質問の意図が一義的に（曖昧さ無しに）伝

わることを期して、従来の質問項目の文言を

逐一見直した（ex.「成績評価の基準が明確」

→(改)「成績評価の方法や基準が明確」／「授

業より知識や技術が身につき、自分の成長を

実感できる」→(改)「この授業を履修する前

と今とを比べた時、何らかの点で自分の成長

(知識・技能の習得、視野の広がりや思考の深

化その他)を感じることができる」etc.）。ま

た、従来無かった、学生の自己評価を問う質

問を新規に２つ設けた（質問９・質問 10）。最

終的に 11/6 開催の委員会において、学生会代

表の意見を一部反映させたアンケート改訂版

を完成させ、12/2 に IT 業者との打合わせを

済ませて、来年度実施の目途が立ったところ

である。 

今(2024)年度まで使用してきた学生による

授業アンケートの質問項目は 2016 年度前期

から用いているもので、以後、一度も見直し

が行われてこなかった。これまで教員の一部

の間で、「学生に教員がどうであったかを聞く

だけでなく、自己自身の取り組み姿勢の自己

評価もさせるべきでは」という声が上がって

いたこともあり、今年度の一年かけて、各学

科会や学生会代表の意見なども聴取しながら

慎重に見直しを進め、2025年度から新しい質

問フォームで実施できるよう検討を進めた。 

 

 

 

図書委員会 

改善内容 これまでの経緯 

今年度も引き続き、図書館利用者アンケー

トの結果を踏まえて「図書館にあまり行かな

い」と回答した学生にも届くように様々な展

示やイベントを行った。 

展示 61 回、イベント 4 回 

司書課程学生が作成したブックリストやポ

ップの展示 6 回 

図書館に来ない学生たちに図書館に関心を

持ってもらうために図書館の蔵書を活用した

様々な展示やイベントを昨年度より多数計画

した。イベントの広報なども幅広く行った。

また参加型のクイズなども企画・実施した。 

1年生対象の図書館ガイダンスを 4月 17日

の GPS アカデミックテストの日に実施するこ

とができた。４月中に図書館利用の案内をス

タートすることができた。 

前年度は学科別に文献講読の授業を数回分

けて実施していたため 5 月に図書館ガイダン

スを受ける学生がいて、図書館利用の理解に

時間差が生まれていた。 

Web-OPAC のサーバーのクラウド化を行い、

OPACのアクセスがスムーズに行えるようにな

った。 

Web-OPAC のアクセスに時間がかかってい

た。 

毎年、県内大学図書館の合同企画として実

施の Library Lover`s Nagasaki では、純心博

図書館だけの催しであった。 
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物館とのコラボとしてスタンプラリーを実施

した。 

書架サインの刷新を行った。大きな文字を

使用して利用者が分かりやすいサイン表示と

した。 

書架サインが見えづらく、実際の書架上の

図書とのずれが生じていた。 

リクエストボックスを設置した。学生から

のリクエストが増えた。 

カウンターのみでリクエストを受け付けて

いた。 

昨年度から除籍基準に照らして不要となっ

た雑誌や蔵書を純心祭にて図書館内でリサイ

クル本として配布を行った。今年も引き続き

実施。リサイクル本の常設コーナーを図書館

入り口の右奥に設置した。 

昨年は純心祭の時にのみのリサイクル本の

配布であった。 

 

 

 

健康管理委員会 

改善内容 これまでの経緯 

2024 年 10 月から C 棟 1 階に保健室分室を

設置し運用を開始した。これにより体調不良

者、搬送スタッフの負担軽減となった。 

体調不良者を担架等で保健室まで搬送する

にあたり、搬送スタッフの確保や悪天候時の

搬送が困難な状況であった。また、体調不良

者が同時に発生し、保健室（ベッド数４）では

対応できないことがあった。 

C 棟２、３階の廊下に電話を設置したこと

により救急要請がすみやかに行えるようにな

った。 

C 棟廊下に電話がなく、体調不良者が発生

した場合の連絡ができなかった。 

UPI 検査を健診の日に保健センターでの実

施とすることで、結果を保健室と学生相談室

で共有し事後措置も双方で分担することが可

能となった。また、対象者の情報交換を密に

行うことで、より効果的な学生へのアプロー

チを行うことができた。 

多様な学生に対し保健室は「保健調査票」

を記入させ、学生相談室は「UPI 検査」（新入

生対象）を実施して学生支援を行なってきた

が、近年双方の情報共有とより効果的な支援

を行うための方策が必要となった。 

 

 

 

教学企画室 

改善内容 これまでの経緯 

学科横断的な課題ということで、学生の「ボ

ランティア」の単位化について検討し、2025

年度からの実施となった。 

特になし 



8 

 

 

学科横断的な課題について議論を行い、必

要なことについては既存の指針を見直すべき

ということになり、一つの帰結として、地域

連携センターでの大学の「社会貢献方針」の

見直しにつながった。 

特になし 

 

 

 

実習・インターンシップ支援（実習関係）【福祉・介護】 

改善内容 これまでの経緯 

ソーシャルワーク実習及び精神保健福祉援

助実習において、実習支援システムの導入に

より、学生・実習機関・大学間の情報の共有

と効率的・効果的な指導の充実が図られた。 

従来は学生の実習計画、実習記録、指導者

のコメントの記入などを紙面を使って行って

いたが、システム上での入力、閲覧ができる

実習支援システムの導入を図った。 

 

 

 

実習・インターンシップ支援（実習関係）【保育・施設】 

改善内容 これまでの経緯 

保育所・施設共に実習日誌の改善を図った

ことで、学生の負担感が軽減された。 

日誌の記入欄が多いとの意見があり検討を

していた。 

保育所実習の日程については来年度より

10 日間に変更することが決定した。実習中の

休憩時間については実習施設への対応を行っ

ていくことの申し合わせができた。 

これまで、保育所実習のみ 12 日間であった

が、他の養成校は 10 日間で実施していた。 

そこで 10 日間で問題はないか検討を行っ

ていた。また、実習中の休憩時間の確保につ

いても、対応策を協議していた。 

実習評価票の内容は現在、案ができている。

提出書類等のデジタル化対応については検討

を始めている。特に守秘義務等について問題

がないか確認中である。 

保育・施設の評価票の内容については来年

度に新たにできるよう検討を重ねている。ま

た、今年度は全国保育士養成協議会、九州ブ

ロック長崎大会において養成校との意見交

換、分科会担当などがあり、保育士養成の実

態などに ついて把握できる機会があった。

特に提出書類のデジタル化が進んでいること

が分かった。 

実習時間や休憩時間、実習内容など大学で

の指導内容と実習園の対応がかみ合っていな

い内容については学生に、丁寧に説明し、注

意喚起を促すとともに、必要であれば教員が

施設に電話で説明を行った。 

学生に実習に関するアンケートなどを取っ

たことで実習についても把握できた。 
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実習・インターンシップ支援（実習関係）【心理（学部）】 

改善内容 これまでの経緯 

これまで保健医療分野の実習先開拓を模索

していたが、2024 年度より小児科系医療機関

である「こども医療福祉センター」が実習施

設として登録され、実習生がニーズに合わせ

た実習先を選択することができるようになっ

た。 

これまで実習生が自らの志向性に合わせて

多様な実習施設の中から学ぶ先を選択するこ

とができる環境を提供するべく、心理実践実

習の中心となる保健医療分野の実習先の開拓

を模索していた。 

 

 

 

実習・インターンシップ支援（実習関係）【心理（大学院）】 

改善内容 これまでの経緯 

教育領域の施設であり、医療機関としての

機能も併せ持つ長崎大学保健センターを新た

に実習先として追加した。 

実習先として教育領域が不足していた。ま

た、心理実習では医療機関が必須となってお

り、実習先を増やすことが課題となっていた。 

 

 

 

日本語教授法実習支援 

改善内容 これまでの経緯 

2024 年にスタートした「日本語教員試験」

の内容を加味して、模擬授業を行うなかで、

理論的な項目紹介やそれについて解説をする

時間を増やした。また、「準備」「相談」「模擬

授業」「振り返り」も自己評価を中心にして段

階的に行うことを一層強化した。 

国家資格である「登録日本語教員」制度の

開始に合わせて、「日本語教員養成課程」のカ

リキュラムの変更を行なった。本課程内の必

修科目である「日本語教授法実習Ⅰ・Ⅱ」に

ついてもこれまでの内容分析を行い、今後の

計画を行なっていく。 

 

 

 

博物館実習支援 

改善内容 これまでの経緯 

外部講師による実習の成果を検証するため

に、講師の方から各学生についての評価を毎

回口頭で確認するとともに、学生から講師の

実習への評価を学内教員の実習中に聞き取る

ようにした。 

これまで、学生の提出する実習ノートをチ

ェックすることで、実習内容の成果を確認し

てきたが、十分に把握できないところがあっ

たので、口頭でよりきめ細かく聞き取りをお

こない、改善につなげられるように配慮した。 
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教学マネジメントＷＧ 

改善内容 これまでの経緯 

シラバス項目を見直し、フィードバックと

アクティブラーニングに関する欄を新設し

た。また、ディプロマポリシーの到達度を測

定するための評価表を作成した。 

前年度はナンバリングを、カリキュラムマ

ップ、カリキュラムツリーの整備を行った。 

 

 

 

学生相談室 

改善内容 これまでの経緯 

学生相談室年報を紙媒体からデジタルデー

タへ変更したことで印刷費が削減され、余剰

冊子を保管・管理する必要がなくなった。ま

た配布方法を変更することで、学生相談室の

広報をしつつ個人情報を保護することが可能

となった。 

学生相談室年報は紙の冊子で作成されてき

た。しかし印刷費が 10 万円以上かかり今後更

に上昇する可能性が高いこと、余剰冊子の保

管場所の確保が難しいこと等を鑑み、関係者

へのヒアリングを実施した上で作成方法を変

更した。またデジタル化に伴い個人情報保護

へより一層配慮が必要となったため配布方法

を変更した（概要版は全配布先、全体版は関

係者のみ）。 

 

 

 

地域連携センター（産学官連携部門） 

改善内容 これまでの経緯 

本学教員による学校での出前授業や公共施

設における出前講座、長崎純心大学公開講座

の活性化について検討し、一定のルールを策

定し、全教員に意向・希望を聞いた。来年度

からは毎年それらの情報をまとめて学外に発

信することとなった。 

特になし 

学生のボランティア活動の単位化につい

て、教学企画室に加えてセンターでも検討を

行い、2025 年度からの制度化に結びついた。 

12 月に全学生を対象にボランティア活動

の活性化に関するアンケート調査を行った。 
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地域連携センター（医療・福祉連携部門） 

改善内容 これまでの経緯 

昨年度に引き続き、学生達が学生 SA として

「地域包括支援実習」の運営・企画に主体的

に関わった。また、今年度は 1 年生の参加者

が多く、「地域包括支援実習指導Ⅰ」「地域包

括支援実習指導Ⅱ」に SA が関わることによっ

て、上級生が後輩の学習をサポートするとと

もに、後輩が悩みや疑問を上級生に相談しや

すい良い雰囲気が醸成されていた。 

「地域包括支援実習」において学生を SA と

して起用し、実習期間中は有償で地域医療セ

ミナーの実行委員をすること、使用する事例

をこれまで作成したものをベースにすること

で、ミーティングの時間も減少し、学生への

負担が減った。実習中においても SA の学生が

ファシリテーションを担うことによって、実

習生が安心して取り組むことができたことに

加え、SA を担った学生の運営・企画力やファ

シリテーション力、心理・福祉の知識が向上

した。 

地域包括支援論 B（共修授業）は本学から長

崎大学医学部への大学間移動が必要なため、

交通手段の確保が課題となっている。特に、

40 名以上の受講生が参加し、大規模な移動が

求められるため、効率的な手段の確保が必要

となる。しかし、昨年度はタクシーの運転手

不足が影響し、移動手段の確保が困難となっ

た。さらに、移動支援が必要な学生への対応

も求められた。これらの事を踏まえて、学生

や教員との協議を行い、移動の際に一部区間

でリフト付きのサロンバスを使用した。学生

からも満足の声が上がり、移動手段の確保と

支援ニーズへの対応がスムーズに行われた。 

これまでの共修授業では、本学から長崎大

学に移動する際は、タクシーを使用していた。 

 

スプレッドシートのリンクをクラスルーム

で共有することによって、学生は勤務日時を

いつでも確認・修正ができるようにした。連

絡事項に関しても、スマホから見ることがで

き、進捗状況をリアルタイムで確認できるよ

うにした。それらによって学生と教員の負担

が軽減するとともに情報共有もスムーズにな

った。なお、利用者の個人情報が含まれる連

絡については、従来通り、部門室のノートで

行っている。 

これまでの「南高愛隣会利用者調査」のア

ルバイトでは、医療・福祉連携部門室のパソ

コンからのみ、勤務日時、学生同士や教員と

の連絡事項のスプレッドシートをみることが

できた。学生は、シフトを修正する際は、教

員にメールするか、部門室に来るかという対

応をしていた。進捗状況についても部門室に

来て、学生が連絡事項をパソコンやノートを

確認してから作業を始めていた。 
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2024 年度の FD 研修会は、テーマを《地域連携による大学教育の質的向上を目指して》

と掲げ、2025 年 3 月 7 日（金）、10 時から 15 時までというスケジュールで行われました。

参加者は教職員計 96 名と盛会でした。 

 今回の研修会は特に、ゲスト講師にお迎えした山本

健慈先生（和歌山大学元学長・一般社団法人国立大学協

会参与・学校法人大阪観光大学理事長）ならびに、山本

先生と旧知の間柄である本学地域連携センター所長 

水畑順作教授のお力で実現したところが大きく、FD 委

員会よりこの場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

 L701 教室で行われた午前の部(10:00-12:00)では、毎

回恒例の委員会報告と委員長による研修会テーマの説

明に続いて 60 分間、山本先生にご講演をいただきました（講演タイトル《大学人として生

きるということ ～2100 年人口 5000 万？時代に向けて～》）。学長・理事長の地位に就かれ

てからも一人一人の学生との「対話」を絶えず心がけておられるという山本先生は、もとも

と社会教育・生涯学習論の研究がご専門だったこともあり、地域の人々との関わりが青年期

の人間形成に果たす役割の重要性に着目してこられました。そして、先生が常に問い続けて

おられるのは「大学を地域とどう結びつけるか」という問題であり、その深い思索と豊富な

ご経験を踏まえて語られた次のことばは、聴衆に大きな感銘を与えました―「地域には無

数の課題があり、それに必死で立ち向かう主体がいる。大学（研究者）は、地域の主体の苦

悩を受け止め共有する立場として地域連携に臨むべきである」。 

 午後の部(13:00～15:00)は、水畑地域連携センター長に

司会を託し、ワークショップ形式で行いました。「ひまわ

りカフェ」のテーブルに 4 人ずつ、参加教職員に（なるべ

く所属部署等が重ならないように）座ってもらい、①私た

ちの学生を見て思うこと ②学生に必要な経験と考えら

れる支援の方法 ③本学の地域連携や社会貢献に必要な

こと ④その他 の順でグループ内の意見交換および発

表を行いました。臨席された山本先生からもご助言をいただいたほか、最後に、「地方の私

立大学はいま経営が大変厳しい状況にあるが、《長崎》は他の地域や海外からみればひとつ

のブランドであり、社会とうまくつながることができれば希望がある。ぜひ純心大学にがん

ばってほしい」と、力強いエールをいただきました。 

 この研修会を機に、従来も活発に行われてきた本学の地域連携がいっそう輝きを増し、学

生の教育の充実と大学そのものの発展がもたらされることを期待します。 

（文責 坂本雅彦） 

  

2024（令和６）年度 ＦＤ研修会報告 

 

 

ゲスト講師の山本健慈先生 
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 《長崎純心大学の挑戦 ―教職協働で教育の充実―》とテーマを掲げた SD 委員会（委員

長 汐除時也事務局長）企画の SD 研修会を、2024 年 8 月 21 日(水)の 10 時から 15 時半に

かけて、学内で開催しました。この研修会の目的は、「全ての教職員が長崎純心大学の建学

の精神の実践者であることをより一層自覚し、急激な社会情勢の変化、教育研究の高度化・

複雑化に対応するために、教職員がより一層の資質向上を図ること」であると事前に説明さ

れており、当日は本学教職員計 91 名に加え、姉妹校の鹿児島純心大学・鹿児島純心女子短

期大学に勤務される教職員４名にもご参加をいただきました。《教職協働》は、以前から、

SD 研修会や FD 研修会の事後に行う参加者アンケートで「今後どのようなテーマでの研修

会開催を望むか」を問うと、毎年決まって要望が高かったテーマです。それを今回、正面か

ら取り上げ、全員で考え、議論できる運びとなりました。 

 研修会プログラムの主な内容は、次の４つから構成しました。 

  講演 1（55 分） （学長）「本学の建学の精神について」 

  講演 2（45 分） （事務局長）「今こそ教職協働」 

  分科会（60 分） ＊4 つの分野（「入試広報」「教育」「学生支援」「IT／生成 AI」「図書館･

博物館」）ごとに会場を分け（1 会場あたり参加者 18 名程度）、その分野で“今年

挑戦する教職協働”について協議する。 

  全体会（55 分） ＊各グループで決めた「今年挑戦する教職協働」の発表。 

 今回の SD 研修会の際立った特色として、論点を《教職協働》に絞ったことの他にも次の

2 点が挙げられます。 

 第一は、本年度より新学長に就任されたシスター坂本久美子先生（長崎純心大学としては第

3 代、本学前身の純心女子短期大学から数えれば第 6 代学長）より、「純心」の語のキリスト教的

意味について、神学博士としての学識に裏打ちされたご講義がなされたことです。深遠かつ

高度に学術的な内容を、一般教職員にも十分に理解可能な丁寧な語り口でかたちで学長自

ら講じていただけたことは、信者であると否とを問わず参加教職員一同に深い感動をもた

らしたことが、事後の参加者アンケート結果にもはっきり表れていました。 

 第二は、SD 委員長の計らいにより、今回の研修会の実施に先だち、教職員一同に対して

《教職協働》に関する意識調査が Google フォームを利用して行われ、その結果も踏まえつ

つ分科会での討議が行われる流れとしたことです。次ページに参考として示すように（大学

の各種業務のそれぞれについて「主に教員の企画立案」・「主に職員の企画立案」・「教職協働で企画

立案」のうちどれが望ましいと思うかと尋ねた質問に対する、教員を除く職員 28 名と教員 25 名、

計 53 名からの回答を集計したもの）、ごく一部を除く大半の業務では「教職協働」で取り組む

ことを望む声が多く、今後の大学の組織運営のあり方についても貴重な示唆が得られたよ

うに思います。 

（文責 坂本雅彦） 

  

2024（令和６）年度 ＳＤ研修会報告 
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 【参考】 Google フォームによる「《教職協働》に関する意識調査」(2024 年 8 月・ＳＤ委員会実施） 

                            結果の一部 ＊教職員計 53 名（うち教員 25 名）の回答 
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2024年度 

 

図書・雑誌の案内 

 

 

 

 

■ＦＤ委員会（自己点検評価委員会と同時開催） 
 

第 1回 2024 年 4 月 10 日  第 2回 2024 年  5 月  1 日 

第 3回 2024 年 5 月 29 日  第 4回 2024 年  7 月  3 日 

第 5回 2024 年 10 月 2 日  第 6回 2024 年 11 月 6 日 

第 7回 2025 年 2 月 12 日    

 

■学生による授業アンケート 

前期 2024 年 5 月 27 日（月）～ 9 月 20 日（金） 

後期 2024 年 11 月 22 日（金）～ 2025 年 2 月 21 日（金） 

 

■教職員による授業参観 

通年で実施 

 

■FD 研修会 

日 時：2025 年 3 月 7 日（木）10：00～15：00 

テーマ：地域連携による大学教育の質的向上を目指して 

講 師：学校法人大阪観光大学 理事長 山本 健慈 先生 

 

■研究倫理・コンプライアンス研修会 ※オンデマンド形式 

講 師：松塲 里弥 氏（ロバスト・ジャパン株式会社） 

期 間：2024 年 12 月 20 日～2025 年 2 月 21 日 

内 容：研究をとりまく環境、研究活動におけるコンプライアンス、研究活動における 

不正行為および研究校正 ほか 

 

 

 

■定期購読雑誌等 

「高等教育研究」日本高等教育学科会編 玉川大学出版部発行 

「IDE 現代の高等教育」IDE 大学協会発行 

 

 

 

 

 

 

ＦＤ委員会 活動報告

編集後記 

 つい先日（2025.3.5）、新年度の校務分掌案が全教職員に示されたところですが、それによると、こ

れまで大学組織の中で別個の委員会であった「FD 委員会」と「SD 委員会」が統合され、2025 年度

からは「FD･SD 委員会」となるようです。2012 年度に創刊以来、《FD Newsletter》の題名を掲げて

発行してきた本ニューズレターも、次号からは《FD･SD Newsletter》となることでしょう。 

 2024 年度における SD 研修会のテーマであった「教職協働」にしても、FD 研修会のテーマの「大

学の地域連携・社会貢献」にしても、決して単年度だけで解決が見通せる課題ではないはずです。年

度から年度へ課題意識が継承され、議論が深まっていくことを期待したいです。 

                                   2024 年度 FD 委員会 

※教育開発推進室所蔵の図書や雑誌の貸出しを希望される方は、 

図書館で手続きを行ってください。 

 

 


